
西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り 

 
 
 

 
 

 
 

第
七
十
四
号 

平
成
二
八
年 

十
月
一
日
発
行    

    

●●●●
今
月
今
月
今
月
今
月
の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば
●●●●
※
正
信
偈
解
説
は
来
月
号
に
て 

境
内
の
木
々
の
剪
定
も
無
事
に
終
わ
り
少
し
ず
つ
季
節
の
移
ろ
い
秋
の
気
配
を
感
じ
る

頃
に
な
り
ま
し
た
。
お
逮
夜
な
ど
お
参
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
時
は
、
一
番
に
目
に

入
り
ま
す
仏
花
に
季
節
を
思
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
季
節
の
お
花
か
ら
ご
先
祖
を
偲
ば

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
物
憂
い
秋
の
気
配
が
そ
う
思
わ
せ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
致

し
ま
す
。
も
う
少
し
す
れ
ば
京
都
西
本
願
寺
の
銀
杏
も
西
光
寺
の
銀
杏
も
黄
色
に
色
づ
く

こ
と
で
し
ょ
う
。 

さ
て
こ
の
度
の
秋
季
永
代
経
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
布
教
使
の
お
話
の
中
に
合
掌

の
お
話
を
聴
聞
し
ま
し
た
。
阿
弥
陀
さ
ま
へ
の
ご
あ
い
さ
つ
は
、
合
掌
礼
拝
に
は
じ
ま
り

合
掌
礼
拝
に
終
わ
り
ま
す
。
合
掌
礼
拝
は
、
指
を
そ
ろ
え
て
手
を
合
わ
し
、『
南
無
阿
弥
陀

仏
』
と
お
念
仏
を
と
な
え
ま
す
。
そ
れ
は
「
み
仏
の
お
徳
を
た
た
え
、
敬
う
こ
と
」
で
す

の
で
、
「
お
礼
を
す
る
」
「
感
謝
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
」
と
も
い
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
人
は
心
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
と
と
も
に
手
を
合
わ
せ
、「
い
た
だ
き

ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
と
自
分
を
生
か
し
て
く
だ
さ
る
す
べ
て
の
い
の
ち
に
手
を
合
わ

せ
ま
す
。
考
え
て
み
ま
す
と
、
人
は
自
分
の
は
か
ら
い
が
及
ば
な
い
す
べ
て
に
感
謝
し
、

そ
し
て
敬
い
や
慈
し
み
の
気
持
ち
を
込
め
て
手
を
合
わ
せ
る
。 

正
信
偈
の
中
に
で
て
く
る
七
高
僧
の
一
人
、
龍
樹
菩
薩
は
、
人
間
の
一
番
美
し
い
姿
は

合
掌
を
し
て
い
る
姿
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
美
し
い
姿
の
中
で
、
不
思
議
と

穏
や
か
で
あ
た
た
か
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
も
の
で
す
。 

（
光
華
・
今
月
の
言
葉
よ
り
） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

      

◆◆◆◆
先
月
先
月
先
月
先
月
のののの
報
告
報
告
報
告
報
告
◆◆◆◆    

①
九
月
十
六
日
（
金
）
京
都
大
谷
本
廟
墓
参
を
皆
様
と
ご
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
年
に
一

度
の
皆
様
で
の
墓
参
、
無
量
寿
堂
で
讃
仏
偈
、
お
墓
で
重
誓
偈
の
お
勤
め
を
し
、
お
焼
香

を
致
し
ま
し
た
。
浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た
親
鸞
聖
人
の
墓
所
で
皆
様
と
お
参
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
今
の
い
の
ち
に
ふ
れ
る
大
切
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

②
九
月
二
十
五
日
（
日
）
秋
季
永
代
経
法
要
を
西
光
寺
に
て
厳
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
二
時
か
ら
阿
弥
陀
経
、
七
時
か
ら
正
信
偈
の
お
勤
め
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
人
を

偲
ば
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
お
念
仏
の
声
が
永
代
に
続
く
よ
う
に
と
お
勤
め
い
た
し
ま
し
た
。

 
 
 

御
法
話
は
春
季
永
代
経
に
引
き
続
い
て
茨
木
東
組
専
念
寺
副
住
職
に
来
て
い
た
だ
き
、

阿
弥
陀
経
の
意
味
と
お
浄
土
に
つ
い
て
、
そ
し
て
浄
土
真
宗
の
本
堂
の
在
り
方
（
浄
土
真

宗
の
本
堂
は
、
お
参
り
を
す
る
方
々
が
座
ら
れ
る
所
（
外
陣
）
が
、
仏
さ
ま
を
安
置
し
て

い
る
場
所
（
内
陣
）
よ
り
広
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
人
で
も
多
く
の
人
が
参
拝

で
き
る
た
め
に
、
親
鸞
聖
人
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
お
念
仏
の
教
え
を
み
ん
な
で
聞
か
せ

て
頂
く
道
場
か
ら
き
て
い
る
の
で
こ
う
い
う
形
に
な
っ
た
）
に
つ
い
て
聴
聞
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派    

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山    

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺    

大
阪
府
茨
木
市
西
河
原
一
―
七
―
二 

 
 
  

電
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〇
七
二
―
六
二
二
―
四
七
九
四 
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無量寿堂、親鸞聖人御木像の前で 



 
 

 
 

 

●●●●
茨
木
東
組
念
仏
奉
仕
団
参
加

茨
木
東
組
念
仏
奉
仕
団
参
加

茨
木
東
組
念
仏
奉
仕
団
参
加

茨
木
東
組
念
仏
奉
仕
団
参
加
者
募
集

者
募
集

者
募
集

者
募
集
の
お
の
お
の
お
の
お
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ    

 

平
成
二
十
八
年
度
茨
木
東
組
念
仏
奉
仕
団
募
集
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
本
山
で
あ
る
京
都
の
西
本
願
寺
に
て
清
掃
奉
仕
を
通
し
て
愛
山
護
法
の
念
を
深
め
、

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
肌
で
感
じ
、
学
び
な
が
ら
仏
恩
報
謝
の
生
活
に
生
か
さ
れ
る

浄
土
真
宗
の
門
徒
と
し
て
の
生
き
方
を
改
め
て
振
り
か
え
る
場
と
し
て
、
茨
木
東
に
あ
る

十
八
ヵ
寺
の
お
寺
と
そ
の
門
徒
さ
ん
で
構
成
さ
れ
る
茨
木
東
組
の
恒
例
行
事
で
す
。 

 

今
回
は
十
二
十
二
十
二
十
二
月
五
日

月
五
日

月
五
日

月
五
日
（（（（
月月月月
）
～
）
～
）
～
）
～
六
日
六
日
六
日
六
日
（（（（
火火火火
））））
の
一
泊
二
日
で
行
わ
れ
ま
す
。 

く
わ
し
い
日
程
な
ど
は
申
込
用
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
西
本
願
寺
内
の
清
掃
活

動
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
門
主
様
（
本
願
寺
住
職
）
と
の
記
念
撮
影
、
そ
し
て
龍
谷
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
観
覧
、
東
急
ホ
テ
ル
で
の
懇
親
会
、
朝
早
く
な
か
な
か
行
く
事
が
出
来
な
い
朝

六
時
か
ら
の
本
願
寺
で
の
お
勤
め
（
晨
朝
参
拝
）
、
国
宝
の
書
院
・
飛
雲
閣
拝
観
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
西
本
願
寺
で
し
か
味
わ
え
な
い
時
間
を
皆
様
と
一
緒
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
締
切
は
十
月
三
十
一

十
月
三
十
一

十
月
三
十
一

十
月
三
十
一
日日日日
（（（（
月月月月
））））
で
す
。
費
用
は
一
五
〇
〇
〇
円
で
す
。
詳
細
は
西
光

寺
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

●
第
二
十
五
代
専
如
門
主
伝
灯
奉
告
法
要
団
体
参
拝

第
二
十
五
代
専
如
門
主
伝
灯
奉
告
法
要
団
体
参
拝

第
二
十
五
代
専
如
門
主
伝
灯
奉
告
法
要
団
体
参
拝

第
二
十
五
代
専
如
門
主
伝
灯
奉
告
法
要
団
体
参
拝
ごごごご
案
内
案
内
案
内
案
内
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日
（
金
）
に
京
都
西
本
願
寺
に
て
伝
灯
奉
告
法
要
が
厳
修

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
西
光
寺
か
ら
総
勢
三
十
一
名
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
団
体
参

拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
参
加
さ
れ
る
方
を
募
集
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
別
紙
に
て
お
配
り
致
し
ま
す
。 

親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
の
団
体
参
拝
で
は
京
都
角
坊
に
お
参
り
を
し
て
か
ら

本
願
寺
に
参
拝
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
度
の
団
体
参
拝
も
ど
こ
か
に
寄
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                    

◆◆◆◆
十
一
十
一
十
一
十
一
・・・・
十
二
十
二
十
二
十
二
月月月月
のののの
行
事
行
事
行
事
行
事
◆◆◆◆    

    

・・・・
十
一
月

十
一
月

十
一
月

十
一
月    

二
十
三
日

二
十
三
日

二
十
三
日

二
十
三
日
（（（（
水水水水
・・・・
祝祝祝祝
））））    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

報
恩
講
法
要

報
恩
講
法
要

報
恩
講
法
要

報
恩
講
法
要    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
二
時
・
午
後
七
時 

西
光
寺
本
堂 

 

・・・・
十
二
月

十
二
月

十
二
月

十
二
月    

五
日
五
日
五
日
五
日
（（（（
月月月月
）
～
）
～
）
～
）
～
六
日
六
日
六
日
六
日
（（（（
火火火火
））））    

 
 

 
 
 

 
 
 

茨
木
東
組
念
仏
奉
仕
団

茨
木
東
組
念
仏
奉
仕
団

茨
木
東
組
念
仏
奉
仕
団

茨
木
東
組
念
仏
奉
仕
団
（（（（
希
望
者

希
望
者

希
望
者

希
望
者
の
み
の
み
の
み
の
み
））））    

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

西
本
願
寺 

 
・・・・
十
二
月

十
二
月

十
二
月

十
二
月    

三
十
一
日

三
十
一
日

三
十
一
日

三
十
一
日
（（（（
土土土土
））））    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

除
夜
除
夜
除
夜
除
夜
のののの
鐘鐘鐘鐘    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
十
一
時
五
〇
分
～ 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

西
光
寺
鐘
楼 

 


